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偽
装
、
疑
装
で
２

０
１
３
年
が
終
わ

り
、
希
望
を
抱
い
た

２
０
１
４
年
も
偽

装
・
疑
装
の
ニ
ュ
ー

ス
で
ガ
ッ
カ
リ
。
戦

後
70
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。
戦
中
、
戦
後
、
衣
・

食
・
住
の
枯
渇
し
た
時
代
を
思
え
ば
、

現
世
は
何
と
表
現
し
た
ら
よ
い
の

か
。
衣
・
食
・
住
す
べ
て
満
た
さ
れ

満
ち
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
物
が

溢
れ
て
い
る
か
ら
真
偽
の
判
断
を
的

確
に
判
断
で
き
る
人
間
で
あ
り
た

い
。
▼
偽
装
す
る
人
間
も
悪
い
が
真

偽
の
判
断
の
出
来
な
い
人
間
も
い
か

が
な
も
の
か
。
昔
か
ら
＂
安
物
買
い

の
銭ぜ

に

失う
し
ない
＂
と
厳
し
く
言
わ
れ
た
。

真
偽
を
見
分
け
る
落
ち
着
い
た
思
考

能
力
を
持
た
ね
ば
偽
装
に
は
勝
て
な

い
。
美
し
く
装
飾
さ
れ
た
表
面
の
み

に
惑
わ
さ
れ
中
身
を
見
極
め
な
い
人

が
余
り
に
も
多
す
ぎ
る
よ
う
だ
。
▼

「
オ
・
モ
・
テ
・
ナ
・
シ
」
の
言
葉

が
流
行
語
に
な
る
ご
時
勢
。
表
（
オ

モ
テ
）
な
し
の
中
身
で
勝
負
。
つ
く

ら
れ
た
表
面
の
美
し
さ
で
な
く
、
中

身
の
美
し
さ
を
み
せ
る
日
本
人
で
あ

り
た
い
。
何
事
に
も
余
り
に
も
裏
表

の
あ
り
過
ぎ
る
時
代
だ
。
表
・
裏
の

間
の
隙
間
も
問
題
だ
。
隙
間
産
業
の

全
盛
期
。
わ
が
国
の
盲
点
だ
。「
オ
・

モ
・
テ
・
ナ
・
シ
」
と
は
表
も
裏
も

な
い
真
心
の
み
で
あ
る
。
真
心
の
み

の
美
し
い
日
本
人
で
あ
り
た
い
。
▼

真
心
を
も
た
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
人
間
が

急
速
に
創
り
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ

を
積
み
込
ん
だ
心
の
な
い
知
識
人

間
。
真
の
人
間
は
知
識
を
詰
め
込
む

動
物
で
は
な
い
。
智
慧
を
生
み
だ
す

動
物
で
あ
る
。
人
間
は
有
史
以
来
、

生
存
し
て
き
た
過
程
で
の
経
験
・
体

験
に
よ
り
智
慧
を
積
み
重
ね
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
機
器
の
進
歩

で
知
識
詰
め
込
み
は
ロ
ボ
ッ
ト
人
間

に
任
せ
れ
ば
よ
い
。
▼
学
校
教
育
は

知
識
詰
め
込
み
教
育
を
や
め
、経
験
、

体
験
に
よ
る
智
慧
の
創
出
で
き
る
真

心
を
持
っ
た
人
間
を
つ
く
り
出
す
場

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
鈴
木
田
）

公
益
活
動
を
自
発
的
に
行
え
る
よ
う

再
構
築
し
平
成
20
年
12
月
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
上
に
立
っ
て
20
年
～

25
年
11
月
ま
で
移
行
期
間
が
も
う
け

ら
れ
、
移
行
申
請
を
行
い
、
認
め
ら

れ
れ
ば
新
し
い
公
益
財
団
と
し
て
存

続
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
我
が
「
四
高
会
」
も
諸
先

輩
の
同
窓
会
館
に
対
す
る
思
い
を
重

く
受
け
と
め
、
県
ご
当
局
の
指
導
を

受
け
て
存
続
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
窓
会
の

担
当
役
員
諸
氏
の
ご
尽
力
ご
努
力
に

よ
り
ご
当
局
の
ご
了
承
を
得
て
、
昨

年
11
月
20
日
を
も
っ
て
新
し
い
制
度

へ
の
移
行
が
認
め
ら
れ
、
本
年
４
月

１
日
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

形
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
新
し
い
制

度
の
精
神
に
基
づ
き
無
理
を
す
る
こ

と
な
く
自
然
な
形
で
、
新
し
く
開
か

れ
た
、
地
域
社
会
の
文
化
、
教
育
の

発
展
に
寄
与
す
る
同
窓
会
館
（
四
高

会
）
と
し
て
存
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
新
し
い
「
四
高
会
」
の
存

続
に
つ
い
て
同
窓
会
諸
兄
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。

記
念
事
業
と
し
て
、
昭
和
43
年
11
月

27
日
着
工
、
44
年
竣
工
し
５
月
18
日

落
成
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

規
約
に
は
、「
四
日
市
高
等
学
校
同

窓
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
と
共

に
同
窓
会
館
の
維
持
を
は
か
り
地
域

社
会
の
文
化
教
育
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
制
定
し
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
各
種
研

究
会
、
講
演
会
、
講
習
会
等
を
開
催

す
る
こ
と
を
事
業
内
容
と
し
て
お
り

ま
す
。そ
の
中
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、

結
婚
相
談
所
開
設
を
事
業
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
会

館
を
利
用
し
て
同
窓
生
の
良
き
ご
縁

を
育
も
う
と
し
て
事
業
内
容
に
挙
げ

て
い
る
の
は
、
先
輩
の
良
き
は
か
ら

い
で
あ
り
誠
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
こ
と

で
す
。

　

そ
も
そ
も
現
行
の
公
益
法
人
制
度

は
、
１
８
９
６
年
の
民
法
制
定
時
に

で
き
て
以
来
、
１
０
０
年
以
上
一
度

も
抜
本
改
革
さ
れ
ず
に
き
ま
し
た
。

以
来
、
公
益
法
人
は
、
志
の
あ
る
人

の
集
ま
り
（
社
団
法
人
）
と
し
て
、

あ
る
い
は
財
産
の
集
ま
り
（
財
団
法

人
）
と
し
て
民
間
の
公
益
活
動
の
担

い
手
た
る
べ
く
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

　

新
公
益
法
人
制
度
は
、
こ
れ
ら
時

代
に
合
わ
な
く
な
っ
た
制
度
の
問
題

点
を
解
決
し
社
会
が
求
め
る
多
様
な

　

我
が
母
校
四
日
市
高
校
は
本
年
は

創
立
以
来
１
１
５
年
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
明
治
32
年
創
立
、「
質
実
剛

健
」
の
立
校
の
精
神
の
も
と
１
１
５

年
の
間
に
４
万
７
千
人
を
超
え
る
卒

業
生
を
輩
出
し
、
各
界
で
そ
の
実
績

を
残
し
ま
た
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
誠
に
う
れ
し
く
心
強
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
母
校
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
各
分
野
で
羽
ば
た
い
て
行
っ
て
頂

き
た
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
節
目
、
節
目
で
先
輩
諸
兄
の
ご

苦
労
に
敬
意
を
表
し
、
振
り
返
っ
て

見
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

現
役
在
校
生
の
諸
君
も
「
文
武
両

道
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
勉
学
に
ス
ポ

ー
ツ
に
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
刻
み

県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
充
実
し
た
内

容
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
で
同
窓
会
と

し
て
も
誠
に
喜
ば
し
く
う
れ
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
「
四
高
会
」

な
る
も
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

ご

存
知
で
な
い
方
々
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
我
が
同
窓
会
先
輩
幹
部
諸

兄
が
建
設
さ
れ
た
同
窓
会
館
を
運
営

す
べ
く
組
織
さ
れ
た
財
団
法
人
の
名

称
で
す
。

　

こ
の
同
窓
会
館
は
、
本
校
70
周
年

一
般
財
団
法
人
「
四
高
会
」
に
つ
い
て

現
役
も
同
窓
生
も

素
晴
ら
し
い
四
高

同
窓
会
長
　
熊
澤
誠
一
郎

（
四
高
29
年
度
卒
）

学
校
長
　
水
谷
明
弘

　

皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
今
年
度

の
教
育
課
題
は
、
全
国
的
に
は
「
い

じ
め
」
と
「
体
罰
」
問
題
で
し
た
。

ま
た
三
重
県
で
は
小
中
学
校
生
の
学

力
が
複
数
年
低
く
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
、「
学
力
向
上
」
が
喫
緊
の
教
育

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皮
肉
な
こ

と
に
小
中
学
校
で
学
力
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
、
青
森
、
岩
手
、
富
山

県
等
東
北
、
北
陸
地
方
の
多
く
の
高

校
が
週
刊
誌
の
進
学
ラ
ン
キ
ン
グ
や

学
習
雑
誌
を
見
て
、
本
校
へ
先
進
校

視
察
に
来
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
信

頼
性
、
妥
当
性
の
あ
る
学
力
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
お
ご

り
は
禁
物
で
す
。
た
か
が
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
ど
ラ
ン
キ
ン
グ
と
い
う
言
葉

が
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
10
月
に
は
、「
週
刊
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
記
者
か
ら
「
全
国

名
門
高
校
」の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
評
価
は
同
窓
生
の
皆
様
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
三
重
県
で

一
番
最
初
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
現

役
も
Ｏ
Ｂ
も
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と

は
名
誉
あ
る
こ
と
で
す
し
、
嬉
し
い

限
り
で
す
（
２
月
３
日
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

買
え
ま
す
）。

　

さ
て
、
少
子
化
が
恒
常
化
し
、
我

が
国
の
経
済
力
維
持
の
た
め
に
は
、

徹
底
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
代
に
必
要
な

力
と
し
て
、「
語
学
力
（
国
際
語
と

し
て
の
英
語
）
」、「
幅
広
い
教
養
」、

「
課
題
発
見
力
」、「
課
題
解
決
力
」、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
生
徒
に

こ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
者
の「
使
命
」

だ
と
日
々
言
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
考
え
れ
ば
真
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
た
め
に
は
、
必
要
な
こ
と
ば
か

り
で
す
。
私
た
ち
教
職
員
も
生
徒
と

一
緒
に
力
を
つ
け
、「
現
役
」、「
同

窓
生
（
Ｏ
Ｂ
）
」、「
教
職
員
」
の
三

者
が
高
い
評
価
を
受
け
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
母
校
に
対
し
て
引
き

続
き
温
か
い
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　http://www.pcs.ne.jp/~shiko/

三重県立四日市高等学校同窓会
公式ホームページ



（2）四日市高校　同窓会報 第71号2014年（平成26年）３月１日

　

熊
澤
会
長
の
、
我
々
は
卒
業
生
４

万
７
千
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
と

い
う
自
覚
と
共
に
、
１
１
４
年
の
歴

史
と
伝
統
を
次
の
世
代
に
繋
ご
う
と

い
う
ご
挨
拶
と
と
も
に
始
ま
っ
た
平

成
25
年
度
総
会
は
、６
月
１
日（
土
）、

四
日
市
市
総
合
会
館
で
、
出
席
者
74

名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
水
谷
校
長
か
ら
、
同
窓
会
か

ら
の
支
援
に
対
す
る
お
礼
の
言
葉

と
、
将
来
を
担
う
母
校
学
生
た
ち
の

活
躍
を
期
待
し
て
温
か
く
見
守
っ
て

欲
し
い
旨
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
議
事
の
審
議
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

副
理
事
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
樋
口
清

司
氏
（
四
高
39
年
度
卒
）
の
「
宇
宙

ア
ラ
カ
ル
ト
」と
題
し
た
記
念
講
演
、

抽
選
会
、テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
、

つ
つ
が
な
く
会
は
進
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
壮
大
な
宇
宙
の
お
話
で

し
た
。

　

天
気
予
報
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
ス
カ
パ
ー

も
、
私
た
ち
が
宇
宙
と
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
す
る
物
で
あ
る
こ

と
、
我
が
国
は
世
界
か
ら
も
評
価
さ

れ
る
レ
ベ
ル
の
開
発
力
を
も
っ
て
い

る
こ
と
、
特
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
の
「
き
ぼ
う
」

日
本
実
験
棟
で
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

で
様
々
な
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
技

術
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
そ
の
技
術
の
根
底
に
日
本
の
文

化
が
生
き
て
い
る
こ
と
等
を
お
話
い

た
だ
き
、
は
る
か
宇
宙
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
一
時
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の

通
り
で
す
。

○
第
１
号
議
案

　
　

平
成
24
年
度
事
業
報
告

○
第
２
号
議
案

　
　

平
成
24
年
度
収
支
決
算

　
　

監
査
報
告

○
第
３
号
議
案

　
　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
案

○
第
４
号
議
案

　
　

平
成
25
年
度
予
算
案

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
財
団
法
人
四
高
会

の
一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
手
続
き

に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

記
念
講
演

樋
口
清
司
氏
（
四
高
39
年
度
卒
）

　
「
宇
宙
ア
ラ
カ
ル
ト
」

平成25年６月１日
四日市市総合会館
８階　視聴覚室

記
念
講
演

議
　
　
事

四高昭和39年度以降卒

富中・四女・北女卒

四高昭和30～38年度卒

四高昭和25～29年度卒

総会議事審議受付風景 記念講演

四日市高校同窓会　平成24年度 収支決算書
（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

財団法人四高会　平成24年度 収支決算書
（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

〔収入の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

同 窓 会 収 入 8,408,200 8,444,000
入　 会　 金 全日制　1,800円×1,074人 1,933,200 1,944,000
同 窓 会 費 終身 （20000） 311 6,220,000

10年（10000） 2 20,000
５年　（5000） 3 15,000
３年　（3000） 1 3,000
２年　（2000） 2 4,000
１年　（1000） 213 213,000 6,475,000 6,500,000

雑 　 収 　 入 利子、その他 37,252 13,504
繰 　 越 　 金 2,202,946 2,202,946

合　　　計 10,648,398 10,660,000

〔支出の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

運 　 営 　 費 2,231,044 2,150,000
給 　 　 与 給料 1,174,000 1,200,000
事 　 　 務 印刷、事務用品等 175,515 100,000
通 　 　 信 電話、郵便、インターネット関連費など 881,529 850,000

会 　 議 　 費 253,714 370,000
総 　 　 会 会場費、懇親会費、案内状 155,118 250,000
理　 事　 会 会場費、会議費、案内状 79,063 100,000
常 任 理 事 会 会議費 19,533 20,000

事 　 業 　 費 1,343,433 1,400,000
会 　 　 報 会報印刷及び発送費 843,433 900,000
クラブ激励金 母校クラブへ 500,000 500,000

四 高 会 拠 出 金 （財）四高会寄付金 1,200,000 1,200,000
積 立 金 5,000,000 5,000,000
予 備 費 供花等 22,260 540,000

合　　　計 10,050,451 10,660,000

〔収入の部〕 　　単位：円

勘定科目 細　　目 摘　　　　　　　要 決 算 額 予 算 額
寄付金収入 同窓会より 1,200,000 1,200,000
雑 収 入 会館使用料 40,000 100,000

受取利息など 2,497 3,982
前期繰越金 306,018 306,018

合　計 1,548,515 1,610,000

〔支出の部〕 　　単位：円

勘定科目 細　　目 摘　　　　　　　要 決 算 額 予 算 額
管 理 費 1,153,859 1,230,000

事 務 費 45,705 150,000
会館修理費 563,220 500,000
清 掃 費 環境整備等 111,600 150,000
保 険 費 火災保険料 23,510 30,000
光熱給水費 電気、水道、ガス代 409,824 400,000

事 業 費 会議、講演 209,909 240,000
法人住民税 県税・市税 70,000 70,000
予 備 費 0 70,000

合　計 1,433,768 1,610,000

24年度収入 1,548,515
24年度支出 1,433,768
差引残高 114,747

（次期繰越金）百五銀行富田駅前支店普通預金　114,747円　　単位：円
百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：　円
平成24年度収入 10,648,398
平成24年度支出 10,050,451
次年度繰越金 597,947

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：　円
前　年　度　末 33,565,964
今年度積立金 5,000,000
利　　　　　子 6,697
今　年　度　末 38,572,661
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（
四
高
27
年
度
卒
）

高
橋
睦
夫 

氏

水
谷
泰
大
、
水
本
麻
結
、
三
井
貴
世

良
、
山
本
裕
和
、
渡
部
優
希
、
淺
田

真
敬
、
池
田
樹
之
介
、
市
川
元
気
、

伊
藤
正
之
、犬
飼
紘
子
、今
川
雄
大
、

岡
田
翔
陽
、垣
内
洸
太
、加
藤
留
意
、

門
脇
美
優
、
金
森
健
人
、
川
﨑
彩
穂

里
、
草
川
洋
、
熊
澤
文
、
黒
田
亜
樹
、

小
林
勇
貴
、近
藤
寿
洋
、坂
本
隼
也
、

杉
本
昌
太
、瀬
上
裕
斗
、関
口
達
才
、

津
田
菜
子
、寺
倉
丈
人
、中
庭
綾
華
、

中
山
椋
介
、
西
口
真
莉
香
、
西
田
郁

美
、
野
口
尚
紀
、
長
谷
川
千
夏
、
平

野
裕
斗
、
松
浦
祐
也
、
松
尾
朱
莉
、

水
谷
晴
香
、宮
﨑
一
輝
、矢
田
理
紗
、

山
本
恭
司
、山
本
俊
孝
、横
山
尊
一
、

吉
田
眞
結
子
、
若
林
寧
々
、
赤
尾
柾

哉
、
伊
藤
綾
香
、
伊
藤
大
介
、
伊
藤

尚
人
、
岩
井
彩
音
、
大
塚
真
利
奈
、

大
平
紗
矢
香
、
奥
岡
笑
美
、
柏
木
大

和
、
金
川
弦
暉
、
喜
多
村
泰
尚
、
小

林
洋
平
、
鄭
波
、
内
藤
祐
輔
、
西
口

美
穂
、服
部
伊
久
美
、東
口
真
由
香
、

東
田
里
穂
、藤
澤
亜
衣
、水
谷
明
洋
、

諸
岡
泰
良
、山
本
彩
加
、渡
邊
唯
仁
、

石
井
貴
大
、
石
黒
拡
、
石
﨑
琢
也
、

伊
藤
志
穂
、伊
藤
修
子
、伊
藤
夏
咲
、

今
村
亮
太
、上
野
祐
希
、大
川
由
季
、

垣
内
大
輝
、加
藤
桜
子
、金
森
慶
祐
、

金
森
翔
平
、小
林
真
悠
、近
藤
智
月
、

佐
々
木
美
雪
、
佐
藤
あ
か
ね
、
鈴
木

愛
由
子
、
鈴
木
都
月
、
左
言
宇
、
高

尾
翠
、
辻
尚
道
、
堤
崇
裕
、
中
川
永

輔
、
西
川
茉
里
、
丹
羽
陽
介
、
丹
羽

亮
太
、
長
谷
川
竜
生
、
濵
口
直
大
、

廣
畑
智
紀
、
向
井
莉
紗
、
森
彩
美
、

森
拓
哉
、
森
下
優
、
柳
川
春
樹
、
山

口
野
亜
、
古
澤
英
聖
、
中
村
公
一
、

池
田
紀
子
、浅
野
正
代
、児
玉
圭
祐
、

田
中
博
、
小
保
方
よ
し
の
、
樋
口
清

司

（
平
成
25
年
12
月
現
在
）

○
10
年
会
費
（
１
万
円
）　
　

２
名

○
５
年
会
費
（
５
千
円
）　
　

３
名

○
２
年
会
費
（
２
千
円
）　
　

４
名

○
１
年
会
費
（
千
円
）　

１
９
５
名

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
中
彩
加
、浅
野
優
子
、伊
藤
光
紀
、

内
田
汐
美
、
小
栗
衣
里
加
、
小
野
崎

菜
奈
、
垣
本
彩
花
、
加
藤
ま
い
、
楠

井
愛
美
、
倉
ま
な
み
、
越
山
諒
大
、

小
林
恵
、小
宮
崇
嘉
、下
里
い
ず
み
、

下
地
真
央
、
下
田
暁
子
、
白
川
遥
、

田
尻
文
弥
、
田
中
和
、
土
屋
結
愛
、

出
口
真
帆
、
中
川
絵
里
加
、
中
村
友

里
恵
、
中
屋
匡
太
、
橋
本
皓
司
、
服

部
雄
斗
、日
沖
円
香
、東
恩
納
美
沙
、

福
嶋
亜
耶
、
升
家
あ
ず
さ
、
三
木
浩

江
、
水
谷
美
穂
、
水
谷
優
里
、
森
一

代
、
山
川
愛
加
、
吉
田
翠
葉
、
渡
部

佳
月
、
青
島
慎
一
郎
、
有
竹
克
馬
、

植
梨
花
子
、
植
田
啓
介
、
大
西
澪
、

小
野
真
里
紗
、
小
野
寺
智
子
、
加
藤

大
博
、
楠
侑
真
、
後
藤
宏
輔
、
小
林

楓
、小
林
恒
人
、櫻
井
彩
樹
野
、佐
々

木
桃
子
、清
水
育
実
、清
水
弘
太
郎
、

鈴
木
朝
咲
子
、
瀬
古
春
奈
、
寺
本
絵

美
奈
、
檜
尾
夏
海
、
廣
田
成
美
、
藤

波
さ
や
か
、
松
井
滉
太
朗
、
松
永
摩

耶
、
光
本
麻
佑
子
、
宮
田
淳
史
、
渡

部
沙
南
、
網
元
裕
一
、
井
坂
夏
海
、

梅
村
昌
宏
、
江
間
汐
里
、
荻
須
健
太

郎
、
加
藤
巧
也
、
加
藤
史
健
、
川
添

航
、
木
村
幸
平
、
小
菅
大
智
、
小
林

奈
生
、
小
林
里
沙
、
笹
川
裕
貴
、
清

水
那
雄
、
鈴
木
蘭
丸
、
中
上
雄
太
、

中
川
摩
耶
、長
屋
文
見
、苗
村
友
紀
、

橋
本
康
志
、
原
史
拓
、
坂
一
真
、
東

川
佳
司
、
福
井
優
太
、
星
野
泰
成
、

堀
川
晃
希
、
本
田
恵
里
奈
、
松
永
千

裕
、
宮
崎
翔
太
、
森
友
哉
、
諸
岡
想
、

安
河
内
章
太
郎
、
柳
田
玲
奈
、
矢
野

涼
介
、
山
本
啓
太
、
渡
邉
友
里
、
青

木
亮
介
、
井
後
舞
乃
、
石
垣
元
務
、

市
川
航
平
、伊
藤
愛
里
、伊
藤
栄
俊
、

井
村
洸
介
、鵜
野
裕
基
、大
橋
健
吾
、

小
倉
一
真
、小
田
豪
将
、加
藤
智
香
、

川
瀬
陽
司
、北
川
琢
磨
、木
元
雄
一
、

栗
原
佳
成
、黒
田
拓
実
、坂
崎
由
衣
、

清
水
陽
介
、
園
玲
華
、
内
藤
貴
史
、

中
嶋
柾
弥
、長
野
兄
裕
、中
村
昴
樹
、

成
田
智
世
、橋
川
怜
奈
、服
部
優
里
、

濵
﨑
拓
也
、
林
奏
海
、

居
真
優
、

藤
見
冴
梨
、
古
島
夏
子
、
堀
貴
登
、

松
永
悠
、
松
葉
玲
佳
、
水
谷
麻
由
、

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

石
沢
ち
よ
り
、
伊
藤
亜
里
紗
、
宇
佐

美
瑞
紀
、
近
江
達
也
、
岡
友
香
理
、

尾
崎
侑
平
、
加
藤
里
奈
、
鎌
田
和
、

岸
本
雄
斗
、北
川
夢
香
、久
世
隼
也
、

黒
田
み
ゆ
、
小
久
保
和
真
、
後
藤
ゆ

う
、
白
川
凌
雅
、
杉
村
優
佳
、
田
中

雄
人
、
塚
本
優
生
、
中
村
美
沙
、
西

野
美
風
、橋
本
樹
里
亜
、長
谷
川
雄
、

平
井
裕
也
、
福
田
み
の
り
、
藤
本
拓

真
、
松
永
和
夏
、
三
島
広
大
、
水
谷

健
助
、
八
嶋
恵
太
、
矢
野
杏
奈
、
山

田
葉
月
、山
本
明
歩
、吉
川
美
都
里
、

𠮷
田
早
耶
香
、
安
藤
真
央
、
飯
田
和

真
、
伊
藤
奈
々
、
太
田
泰
彰
、
大
原

郁
恵
、
岡
本
明
浩
、
片
岡
卓
也
、
川

口
怜
佑
、
河
島
佳
史
、
川
村
環
奈
、

窪
田
有
真
、
黒
田
百
々
子
、
後
藤
健

太
、
小
林
優
太
、
齋
木
彩
、
坂
井
万

紀
、
坂
上
紋
香
、
世
古
彩
、
髙
山
涼

深
、
田
中
優
衣
、
田
中
里
奈
、
槌
谷

杏
里
、
東
條
里
紗
、
西
川
由
美
香
、

西
脇
彩
夏
、
西
脇
千
智
、
林
澪
、
藤

見
翔
太
、益
田
一
貴
、馬
瀬
里
佳
子
、

松
永
千
明
、
水
谷
汐
里
、
水
谷
菜
津

希
、
水
本
正
太
郎
、
村
上
七
海
、
安

田
千
尋
、
山
岸
哲
也
、
山
口
藍
香
、

平
成
25
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

お
悼
み

　

永
年
に
わ
た
り
、
同
窓
会
副

会
長
と
し
て
会
の
運
営
の
た
め

に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
、

四
高
27
年
度
卒
業
の
高
橋
睦
夫

氏
が
平
成
24
年
４
月
３
日
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た（
享
年
78
歳
）。

　

母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念

祝
賀
会
に
お
け
る
、
母
校
・
同

窓
会
の
発
展
を
祝
し
て
の
「
万

歳
三
唱
」
の
音
頭
を
と
っ
て
い

た
だ
い
た
お
元
気
な
お
姿
は
、

参
会
者
一
同
に
強
い
印
象
を
残

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

合
掌　

24
年
度
よ
り
着
手
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
順
調
に
進
ん
で
い

た
作
業
が
、
完
了
間
際
の
25
年
夏
、

会
計
担
当
者
が
突
然
体
調
不
良
を
訴

え
、
リ
タ
イ
ア
す
る
事
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
急
遽
後
継
者
を
探

し
た
と
こ
ろ
、
43
年
度
卒
の
公
認
会

計
士
、
佐
久
間
紀
さ
ん
が
無
理
な
お

願
い
を
お
聞
き
届
け
下
さ
い
ま
し

て
、父
子
で
会
計
諸
帳
票
を
作
成
し
、

お
陰
で
何
と
か
締
切
り
に
間
に
合

い
、
11
月
20
日
の
認
定
会
に
て
も
特

に
問
題
指
摘
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
は
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

認
め
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
制
約
と
義
務
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
に
も
御
理

解
・
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
た

だ
し
こ
の
実
施
は
新
年
度
４
月
１
日

よ
り
か
ら
行
う
こ
と
と
書
き
加
え
、

移
行
に
つ
い
て
の
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

　

公
益
法
人
制
度
は
、
明
治
29
年
の

民
法
制
定
と
と
も
に
始
ま
っ
た
（
民

法
34
条
）。
と
こ
ろ
が
近
年
に
な
り
、

実
態
の
な
い
も
の
、
休
眠
中
の
法
人

を
裏
の
世
界
で
売
買
し
、
税
務
等
で

の
恩
恵
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
例
の

増
加
を
受
け
、
平
成
16
年
12
月
、
公

益
法
人
制
度
改
革
の
基
本
的
枠
組
み

を
閣
議
決
定
。
18
年
６
月
２
日
関
連

三
法
を
公
布
。
20
年
12
月
１
日
新
制

度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
20
年
12
月
よ

り
５
年
間
の
移
行
期
間
の
終
了
ま
で

に
、
移
行
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
場

合
、
又
は
移
行
終
了
ま
で
に
移
行
申

請
を
行
っ
た
が
、
移
行
期
間
終
了
後

に
認
定
ま
た
は
認
可
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、

資
産
は
国
ま
た
は
県
に
没
収
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

当
「
四
高
会
」
は
昭
和
44
年
、
母

校
創
立
70
周
年
を
記
念
し
、
同
窓
生

よ
り
の
浄
財
に
て
土
地
を
購
入
し
、

会
館
を
建
築
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際

土
地
・
建
物
の
保
全
の
た
め
財
団
法

人
を
設
立
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
熊
澤
理
事
長
は
移
行
に
関

す
る
調
査
・
手
続
き
の
推
進
役
に
私

を
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
後

県
の
説
明
会
に
出
席
し
た
り
し
て
、

そ
の
概
要
の
把
握
に
努
め
、
22
年
の

理
事
会
に
て
、
四
高
会
は
一
般
財
団

法
人
と
し
て
認
可
を
得
る
の
が
相
応

し
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の

後
申
請
作
業
の
実
務
を
進
め
て
下
さ

る
方
を
、
四
高
42
年
度
卒
の
司
法
書

士
、
富
田
常
豊
さ
ん
に
お
願
い
し
、

「
財
」
四
高
会
を
「
一
般
財
団
法
人
」
へ
の

移
行
手
続
顛
末
記

　平成26年度総会を下記の通り開催いたしま
す。会員の皆様におかれましては、お誘い合わ
せの上、多数ご参加くださいますようご案内申
し上げます。

終了後 ・抽選会のあと記念撮影
・喫茶室にてティー・パーティー
　（無料）

○付　記
・会費期限切れの方には、振込用紙を同封いたしま

した。会費納入にご協力下さい。
・講演につきましては、一般に公開しております。

お知り合いで、ご興味のあります方には、ご案内
下さい。

○問合せ
四日市高校同窓会館
TEL・FAX　059-365-3631
Eメールアドレス　sikoukai@m2.cty-net.ne.jp

○記念講演（総会後）

〈演題〉

「リニア中央新幹線計画について」

〈講師〉

北 川 　 尚 氏（四高61年度卒）

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
平成26年６月７日（土）

○場　所

四日市市総合会館８階 視聴覚室

〈平成26年度総会のご案内〉

（
財
）四
高
会
副
理
事
長　

西　

脇　

壽　

郎

（
四
高
32
年
度
卒
）
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男
、
助
産
婦
一
筋
で
勲
章
を
も
ら
っ

た
女
性
、
有
名
大
学
の
学
長
や
ら
、

な
か
な
か
で
あ
る
。
男
と
女
が
半
々

で
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
も
面
白
い
。

　

私
自
身
も
高
校
３
年
間
は
楽
し
か

っ
た
。
陸
上
競
技
の
１
０
０
米
で
三

重
県
で
記
録
も
作
っ
た
。
生
徒
会
長

も
努
め
た
。
母
校
が
甲
子
園
の
夏
に

全
国
優
勝
し
た
と
き
は
、
応
援
団
の

一
員
で
ア
ル
プ
ス
で
感
涙
に
噎
ん
だ
。

悔
い
な
い
３
年
間
を
な
つ
か
し
く
思

う
。

　

我
々
三
一
会
は
世
話
好
き
な
幹
事

に
支
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
年
に
２

回
の
ペ
ー
ス
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
だ

ろ
う
。
同
級
生
バ
ン
ザ
イ
�　

こ
れ

か
ら
も
元
気
で
頑
張
ろ
う
。

し
て
帰
っ
て
ゆ
く
。
近
く
に
住
む
者

だ
け
で
な
く
、
遠
く
他
県
か
ら
も
や

っ
て
来
る
。
同
級
生
の
中
に
は
、
小

中
高
と
一
緒
だ
っ
た
友
人
を
多
く
持

つ
者
も
沢
山
居
て
、
60
年
来
の
つ
き

あ
い
を
続
け
て
い
る
。
考
え
た
ら
家

族
以
上
の
存
在
だ
。

　

気
心
が
知
れ
た
友
達
は
最
高
の
も

の
で
あ
る
。
何
十
年
経
っ
て
も
、
肩

を
た
た
き
合
っ
て
語
り
合
え
る
。

色
々
な
仲
間
が
居
て
オ
モ
シ
ロ
イ
。

四
日
市
の
市
長
を
３
期
も
努
め
た

　

私
達
四
高
三
一
会
は
総
勢
４
９
８

名
が
同
窓
生
で
あ
る
。
卒
後
57
年
、

今
や
そ
の
大
半
が
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
た
が
、
毎
年
２
回

（
１
月
と
８
月
）
に
同
窓
会
を
開
催

し
て
い
る
。
昔
は
３
年
に
１
回
だ
っ

た
が
、
平
成
２
年
か
ら
ず
っ
と
年
２

回
に
な
り
、24
年
間
も
続
け
て
き
た
。

昨
年
末
迄
に
70
名
余
が
故
人
と
な
っ

た
。
半
年
に
１
回
の
同
窓
会
に
は
今

で
も
50
名
程
が
参
加
す
る
。
毎
回
楽

し
い
数
時
間
を
過
ご
し
て
、
皆
満
足

え
覚
え
笑
い
に
か
え
て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
感
謝
し
な
が
ら
日
々
を
す
ご

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
老
年
の
私
達
が
お
願
い
し

た
い
事
は
、争
い
は
、決
し
て
せ
ず
、

相
手
の
身
に
な
っ
て
仲
よ
く
一
生
を

送
っ
て
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
真
面
目
に
頑
張

り
時
に
は
女
学
生
に
は
力
仕
事
の
大

変
さ
に
涙
し
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。
も
は
や
戦
後
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
５
年
間
女
学
生
生
活
で
楽
し

い
事
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
思
い
出
と
言
え
ば
、
戦
時
中
の
辛

い
切
な
い
事
が
一
番
強
烈
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
、
平
成
と
元
気
に
皆
さ
ん
と

一
緒
に
生
活
で
き
る
事
は
、
何
か
の

ご
褒
美
で
し
ょ
う
か
。
苦
労
を
同
じ

く
し
た
お
友
達
も
そ
の
当
時
の
事
を

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
誰

も
う
ら
ま
ず
、
む
し
ろ
懐
か
し
く
さ

　

毎
年
毎
年
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ

な
い
け
れ
ど
や
っ
ぱ
り
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
事
は
幸
せ
で
す
。

　

四
日
市
高
女
の
45
回
生
は
昭
和
５

年
６
年
生
ま
れ
で
す
。
百
貨
店
の
食

堂
に
初
め
て
お
子
様
ラ
ン
チ
が
登
場

し
た
年
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
平
和
な
幸
せ
な
子
供
時
代

が
や
が
て
憧
れ
の
女
学
校
に
進
学
し

た
時
日
本
中
が
大
変
な
時
代
に
な
っ

て
行
き
ま
し
た
。
戦
争
に
始
ま
り
戦

中
戦
後
の
想
像
以
上
の
き
び
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
学
問
を
捨

て
学
徒
動
員
と
言
う
事
で
織
物
工

場
、軍
需
工
場
へ
と
出
向
き
ま
し
た
。

 

私
達
の
青
春

出
　
口
　
壽
　
子

（
四
女
45
回
卒
）

　

前
号
校
長
先
生
の
「
四
高
生
の
一

日
一
善
」
に
は
個
性
と
品
性
を
磨
く

淡
窓
を
今
に
見
た
思
い
で
す
。

　

富
中
た
り
得
た
の
は
、
興
こ
う
じ
ょ
う
こ
う

譲
黌
、

地
主
渡
辺
氏
と
当
局
の
英
断
。
私
達

も
ど
う
や
ら
淡
窓
や
賢
励
の
道
を
歩

い
て
き
た
よ
う
で
す
。
道
と
い
え
ば

関か
ん

西せ
い

鉄
道
は
明
治
27
年
、
伊
勢
電
西

富
田
は
昭
和
４
年
の
開
業
で
す
。
以

上
堅
い
話
で
恐
縮
で
す
。
老
の
史
話

遊
び
余
は
お
目
み
え
の
折
。
頓
首

ま
す
。
当
初
の
県
案
で
は
既
に
「
大

矢
知
村
若
く
は
其
附
近
」
と
あ
り
ま

す
。
大
矢
知
は
、
忍お
し

藩は
ん

陣
屋
と
学
制

に
先
ん
じ
た
大
賀
賢け
ん

励れ
い

が
学
頭
の
興

譲
堂
の
あ
っ
た
村
で
す
。
教
育
環
境

の
適
地
と
し
て
擬
せ
ら
れ
、
校
地
を

「
其
附
近
」
富
田
の
西
寄
り
に
し
た

力
学
の
背
景
が
浮
か
び
ま
す
。

　

賢
励
（
旭
き
ょ
く
せ
ん川
）
は
朝
明
郡
東
大
鐘

村
の
お
寺
の
住
職
で
、
貴
兄
ご
案
内

の
広
瀬
淡
窓
の
咸か
ん

宜ぎ

園え
ん

に
学
ん
だ
幕

末
明
治
期
の
漢
学
者
で
す
。「
鋭
き

も
鈍
き
も
と
も
に
捨
て
難
し
錐
と
槌

と
に
使
ひ
分
け
な
ば
」は
淡
窓
の
歌
。

彼
は
『
万
善
簿
』
に
そ
の
日
の
善
と

悪
を
書
き
と
め
て
い
ま
し
た
。

　

－

前
号
旧
師
を
憶お
も

う
兄
の
玉
稿
で

当
時
が
蘇
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
母
校
が
な
ぜ
富
中
な
の
か
」

小
生
の
一
筆
お
赦
し
下
さ
い
。

　

本
校
が
第
二
中
学
校
と
し
て
鳥
出

神
社
で
開
校
し
た
の
は
明
治
32
年
、

前
世
紀
の
直
前
で
し
た
。
大
正
８
年

県
立
富
田
中
学
校
と
改
め
た
の
は
ご

存
じ
の
通
り
、
で
も
旧
桑
名
藩
領
で

間
の
宿
富
田
村
へ
の
立
地
が
ふ
し
ぎ

で
し
た
。
桑
名
四
日
市
の
申
立
は
却

け
ら
れ
漁
村
や
遊
里
と
い
う
負
の
条

件
の
ま
ま
で
富
田
に
な
っ
た
と
伺
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
校
舎
が
東
海
道

か
ら
離
れ
た
田
の
中
と
は
…
。
黒
松

先
生
の
赴
任
時
の
嘆
き
節
が
聞
こ
え

 

老
い
て
知
る

　
　
　

－

Ｙ
兄
へ
の
手
紙

田
　
中
　
増
治
郎

（
富
中
38
回
卒
）

 

年
に
２
回
の
同
窓
会

佐
久
間
　
裕
　
之

（
四
高
31
年
度
卒
）

口
ず
さ
み
、
お
話
し
を
し
、
又
つ
み

草
を
し
微
笑
み
乍
ら
通
学
し
た
道
。

今
や
思
い
出
の
道
は
あ
さ
け
プ
ラ
ザ

が
建
ち
各
店
舗
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並

ん
で
田
舎
道
も
随
分
と
か
わ
り
時
代

の
変
遷
と
思
い
在
り
し
日
を
車
窓
よ

り
思
い
浮
か
べ
…
。春
に
は
蓮
華
畑
、

道
に
は
タ
ン
ポ
ポ
の
花
、
秋
に
は
す

す
き
、
曼
珠
沙
華
等
、
又
秋
の
七
草

を
探
し
又
黄
金
の
稲
穂
が
す
ば
ら
し

い
田
園
風
景
だ
っ
た
。

　

早
や
傘
寿
を
迎
え
思
い
出
は
色
々

と
あ
る
が
私
の
青
春
は
高
校
時
代
が

人
生
で
一
番
楽
し
い
３
年
間
だ
っ

た
。
小
学
校
中
学
校
と
修
学
旅
行
は

な
く
初
め
て
の
旅
行
で
胸
を
お
ど
ら

せ
四
日
市
駅
よ
り
国
鉄
に
の
り
東
京

箱
根
江
の
島
行
き
、
そ
の
コ
ー
ス
に

　

終
戦
が
６
年
生
だ
っ
た
。
大
矢
知

興
譲
小
学
校
の
校
舎
は
戦
火
に
て
焼

け
講
堂
の
み
が
残
っ
た
。
各
学
年
毎

に
見
通
し
を
さ
え
ぎ
る
た
め
の
大
き

な
衝
立
に
て
し
き
り
勉
強
を
し
た

日
々
だ
っ
た
。
翌
年
北
女
学
校
へ
入

学
、
３
年
生
の
６
月
に
63
制
執
行
さ

れ
大
矢
知
中
学
へ
、
そ
の
年
の
９
月

三
ヶ
村
合
併
で
朝
明
中
学
へ
と
学
校

再
配
に
よ
り
移
動
に
て
辛
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
女
学
校
で
受
け
た
授
業

を
再
び
中
学
校
で
受
け
進
学
し
た
次

第
で
す
。

　

昭
和
25
年
か
ら
27
年
大
矢
知
か
ら

四
高
迄
の
車
の
往
来
は
少
な
く
徒
歩

に
て
20
分
の
通
学
距
離
で
３
年
間
皆

出
席
で
あ
た
り
一
面
田
畑
で
民
家
が

ば
ら
ば
ら
と
建
っ
て
い
る
道
を
歌
を

 

思
い
出
の
道

加
　
藤
　
小
夜
子

（
四
高
26
年
度
卒
）

て
四
高
二
七
会
50
年
記
念
と
し
て
旅

を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
参
加
に

て
高
校
時
代
に
か
え
り
楽
し
い
旅
で

し
た
。
毎
年
１
回
四
高
二
七
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
傘
寿
の
年
で
閉
会
の

声
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

二
七
会
を
継
続
と
の
要
望
が
あ
り
又

年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
事
に
決
定
し

続
け
て
く
だ
さ
る
幹
事
さ
ん
に
感
謝

致
し
、
そ
の
日
を
楽
し
み
に
頑
張
り

度
く
思
う
現
在
で
す
。
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を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
旅
で
経
験
し
た
こ
と
は
、

現
在
勤
め
て
い
る
会
社
の
中
国
人
研

究
生
た
ち
と
仕
事
を
す
る
上
で
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
番
行
き
た
か
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
ケ
ア
ン
ズ
に
滞
在
し
た

の
で
、
亜
熱
帯
雨
林
の
自
然
の
美
し

さ
に
感
動
し
、
カ
ン
ガ
ル
ー
や
コ
ア

ラ
の
可
愛
さ
に
心
和
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
色
々
な
国
へ
旅
を
し
て
、

現
地
の
人
や
文
化
に
ふ
れ
合
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ま
た
遠
く
長
い
道
の
り
で
し

た
。

　

国
内
は
ほ
と
ん
ど
旅
行
し
た
の

で
、
今
度
は
海
外
へ
も
目
を
向
け
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
と
韓
国

は
す
で
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
た

め
、一
年
前
か
ら
、台
湾
、中
国
（
北

京
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
旅
し

て
き
ま
し
た
。

　

台
湾
で
は
、
レ
ト
ロ
な
味
わ
い
の

あ
る
町
を
散
策
し
た
り
、
故
宮
博
物

院
で
台
湾
の
歴
史
に
も
ふ
れ
た
り
し

ま
し
た
。

　

中
国
で
は
、
念
願
の
「
万
里
の
長

城
」
へ
行
き
、
険
し
い
道
の
り
で
し

た
が
、
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、北
京
は
大
気
汚
染
が
ひ
ど
く
、

毎
日
空
が
灰
色
だ
っ
た
た
め
、
太
陽

　

無
我
夢
中
で
勉
強
し
３
年
間
で
卒

業
し
た
の
は
、
も
う
15
年
前
に
な
り

ま
す
。卒
業
と
い
う
夢
を
達
成
で
き
、

感
無
量
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
小

学
生
だ
っ
た
娘
も
社
会
人
に
な
り
、

時
の
流
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
し
て
か
ら
は
、職
業
訓
練
校
、

通
信
制
の
短
期
大
学
へ
進
学
し
、
新

た
な
夢
へ
と
歩
み
始
め
ま
し
た
。
勉

強
や
子
育
て
も
一
段
落
し
、
仕
事
も

安
定
し
て
き
た
こ
ろ
、
ふ
と
旅
に
出

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
主
人
の
運
転

で
家
族
と
青
森
へ
行
き
ま
し
た
。
片

道
１
２
０
０
キ
ロ
弱
あ
り
、
大
変
遠

い
道
の
り
で
し
た
が
、
到
着
し
た
時

は
感
激
し
ま
し
た
。
次
も
主
人
の
運

転
で
鹿
児
島
県
指
宿
へ
行
き
ま
し

た
。片
道
１
０
０
０
キ
ロ
強
も
あ
り
、

 

四
高
in
富
田

 

四
高
＝
青
春
ど
真
ん
中

辻
　
　
　
康
　
之

（
四
高
51
年
度
卒
）

吉
　
田
　
茂　

生

（
四
高
平
成
16
年
度
卒
）

 　

旅

毛
　
塚
　
正
　
子

（
通
信
制
課
程
）

ま
す
。

　

今
年
度
、
四
高
は
三
重
県
立
学
校

教
頭
会
の
事
務
局
と
し
て
「
全
国
高

等
学
校
教
頭
・
副
校
長
会
全
国
大
会
」

の
実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
ま
し

た
。四
高
の
諸
先
生
方
の
ご
協
力
と
、

四
高
同
窓
会
の
皆
様
の
励
ま
し
の
お

か
げ
で
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。末
筆
に
な
り
ま
す
が
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

が
沢
山
生
息
し
て
お
り
、
四
高
側
に

も
ポ
プ
ラ
並
木
が
あ
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　

四
高
祭
の
仮
装
行
列
が
終
わ
る

と
、
小
学
生
が
刀
や
鎧
兜
な
ど
の
小

道
具
を
ね
だ
り
、
役
者
ぶ
っ
て
下
校

す
る
姿
は
風
物
詩
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

四
高
在
学
中
は
楽
し
い
思
い
出
が

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
宿
題
は
多
か
っ

た
で
す
ね
（
今
は
柔
軟
に
調
整
し
て

い
ま
す
）。
修
学
旅
行
の
新
幹
線
で

数
学
の
チ
ャ
ー
ト
を
広
げ
て
い
る
号

車
に
入
っ
て
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
今
の
四
高
生
は
『
何

事
に
も
一
生
懸
命
』
を
素
直
で
和
や

か
に
表
現
し
合
っ
て
楽
し
く
頑
張
っ

て
い
る
の
が
凄
い
な
と
感
心
し
て
い

　

平
成
25
年
４
月
よ
り
、
母
校
で
36

年
ぶ
り
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
指

導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
富
田
近
郊
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
変
容
す
る
四
高
界
隈

の
景
観
の
中
で
幼
少
期
よ
り
人
生
の

約
半
期
を
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
間
、
学
舎
や
校
庭
は

瀟
洒
に
、
ま
た
駅
西
口
は
ロ
ー
タ
リ

ー
も
整
備
さ
れ
機
能
的
で
美
し
く
な

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
四
高
生
当

時
で
も
富
田
駅
周
辺
に
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
は
皆
無
で
し
た
。
富
田
小
学
校

の
児
童
の
頃
は
、
十
四
川
の
表
小
段

に
は
草
花
が
咲
き
誇
り
蛍
を
は
じ
め

昆
虫
が
、
川
底
の
清
流
に
は
魚
や
亀

生
の
夏
に
受
験
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で

和
太
鼓
の
練
習
に
取
り
組
ん
だ
四
高

祭
。
将
来
何
を
し
た
い
の
か
、
そ
も

そ
も
何
の
為
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
の
か
良
く
分
か
ら
ず
投
げ
出
し

そ
う
に
な
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
個
性
溢
れ
る
素
敵
な
み
ん
な
と

共
に
楽
し
い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
分

か
ち
合
っ
て
高
校
３
年
間
を
四
日
市

高
校
で
過
ご
せ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の

私
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
ど
の
様
な
人
生
が
待
っ
て
い

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
こ
で
何

を
し
て
い
よ
う
と
、
我
が
故
郷
で
あ

る
四
日
市
を
忘
れ
る
こ
と
無
く
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

道
の
時
刻
表
が
デ
ジ
タ
ル
に
変
わ
っ

て
も
、
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
新
し

く
な
っ
て
も
、
近
鉄
富
田
に
到
着
し

て
四
日
市
高
校
を
見
る
と
青
春
の

日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

１
回
目
の
授
業
で
私
に
は
向
い
て

い
な
い
と
悟
っ
た
世
界
史
。
文
武
両

道
を
体
現
出
来
た
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
。
高
校
２
年
生
の
夏
休
み
に
四
高

生
総
勢
40
人
で
行
っ
た
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
へ
の
短
期
語
学
留
学
。
高
校
３
年

　

今
回
こ
の
様
な
機
会
を
頂
き
、
卒

業
生
と
し
て
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
に
四
日
市
高
校
を
卒

業
後
、
大
学
・
大
学
院
は
神
戸
へ
、

そ
し
て
現
在
は
東
京
で
働
い
て
お

り
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
四

高
を
卒
業
し
て
四
日
市
を
離
れ
て
か

ら
も
う
10
年
も
経
つ
こ
と
に
し
み
じ

み
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
正
月
も

実
家
に
帰
省
し
ま
し
た
が
、
三
岐
鉄

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
私
た
ち
夫
婦
が

山
好
き
だ
か
ら
。
特
別
に
偉
い
人
に

な
ら
な
く
て
も
い
い
。
頂
上
を
目
指

す
登
山
の
よ
う
に
、
時
に
は
立
ち
止

ま
り
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
た

つ
ら
い
時
に
は
、
仲
間
同
士
励
ま
し

合
い
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
、

一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て
頂
上
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
な
。

　

ま
あ
、難
し
い
こ
と
を
言
う
前
に
、

ま
ず
は
一
緒
に
山
に
登
ろ
う
。
自
分

の
足
で
進
ん
だ
者
に
し
か
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
景
色
を
一
緒
に
見
よ

う
。
そ
ん
な
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し

み
に
、
新
米
母
ち
ゃ
ん
も
あ
な
た
に

負
け
な
い
よ
う
に
日
々
頑
張
る
よ
。

だ
か
ら
あ
な
た
も
早
く
、
早
く
大
き

く
な
あ
れ
。

た
の
た
め
に
心
を
込
め
た
吹
奏
楽
の

演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
た
方
々
も
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
た
た
か
い
思
い

は
、
き
っ
と
お
な
か
の
中
の
あ
な
た

に
も
伝
わ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
が
こ
の
世
に
デ
ビ
ュ
ー
し

て
今
日
で
20
日
。
日
に
日
に
変
わ
る

あ
な
た
を
見
な
が
ら
、「
こ
れ
か
ら

ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
の
か
な

あ
」
と
楽
し
み
に
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
つ
け
た
「
岳
久
（
が
く
）
」

と
い
う
名
前
に
は
、
深
ー
い
意
味
は

　

平
成
25
年
12
月
30
日
早
朝
、
予
定

日
よ
り
10
日
余
り
早
く
あ
な
た
は
産

ま
れ
ま
し
た
。「
お
な
か
の
中
の
居

心
地
が
良
い
と
赤
ち
ゃ
ん
は
な
か
な

か
出
て
き
て
く
れ
な
い
」
と
俗
に
言

わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
私
の
お
な
か

の
居
心
地
悪
か
っ
た
？

あ
な
た
は

お
な
か
の
中
に
い
る
時
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
な
た
が
元
気
に
産
ま
れ
て
く

る
よ
う
に
と
、
に
ぎ
や
か
に
話
し
か

け
て
く
れ
た
り
、
そ
う
そ
う
、
あ
な

山
　
下
　
詞
　
子

（
四
高
平
成
９
年
度
卒
）

 

？
年
後
の
息
子
へ
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リレー随想 〈第17回〉

告　　白
映画監督　瀬 木 直 貴　　　　　

（本名：直樹　四高57年度卒）

　あゝ、僕は姑息な生徒でありました。
　母校出身の立派な先輩方とは違い、同窓会報に寄稿する機会を賜
っても、胸を張って語れる思い出がない。むしろ、懺悔のような気
持ちである。在校中の僕は正々堂々としたところがなく、もしくは、
正々堂々のふりをした小心者だった。
　マラソン大会のあの日、僕は風邪と偽って学校をサボタージュし
た。また、別の日には、家族に通学したと思わせて、一方で学校に
は欠席の連絡をして、電車に乗って奈良まで遊びに出かけたことも
あった。友人のノートをまる写しして、あたかも自分の意見である
かのように発表した。嘘がばれやしないかと、その後数日はドキド
キして過ごしたものだった。
　無理やり記憶を辿ると、テスト勉強をがんばって好成績を残した
り、文化祭を盛り上げたり、好意を寄せた女の子とボウリングに行
ったり、人並みの青春の思い出はあるものの、不思議なことに、今
も思い出すのは後ろめたいことばかりだ。
　11年前、僕は四日市で「いずれの森か青き海」という映画を撮
った。決して素敵な思い出があったわけではない故郷の、それでも
消し去ることのできない故郷への、中途半端な思慕を、主人公の女
子高校生に託して描いた個人的な作品だった。
　製作準備の過程で、自ずと母校の演劇部に出演の打診をした。生
徒たちの意欲が感じられ、一定程度の手ごたえはあった。ところが、
後日、母校から出演辞退の電話が入っ
たのだ。「当校生徒は受験勉強等で忙
しいため」という理由だった。僕は自
分の思慮の足りなさを恥じるととも
に、姑息に過ごした高校時代のツケが
ここに来たのだと自己嫌悪に陥った。
　だが、撮影が始まると、嬉しい驚き
が連続して起きた。

　撮影中に偶然通りがかった恩師が、「おぅ、瀬木、こんなとこで
何やっとんのや」と話しかけてくれた。担任でもなく、２年間美術
でお世話になっただけの恩師が、自分の名を呼んでくれただけで、
熱いものが込み上げてきた。卒業以来、連絡もとっていなかった同
級生から次々と電話が入り、エールを送ってくれた。母校の先輩方
が有給休暇をとって、ボランティアスタッフとして現場に駆けつけ
てくれた。現役の生徒もエキストラで出演してくれた。何だか不思
議な感覚だった。
　人は故郷を裏切っても、故郷は人を裏切らないという。母校は、
そんなメッセージをさり気なく僕に伝えてくれたのかも知れない
と、今ではそう思う。

Ⓒ「いずれの森か青き海」製作上映委員会

　

去
る
11
月
７
日（
木
）、
第

５
回
と
な
り
ま
し
た
銀
城
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
71
名
の
参

加
を
得
て
四
日
市
カ
ン
ツ
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

途
中
降
雨
に
も
見
舞
わ
れ

た
も
の
の
最
後
ま
で
リ
タ
イ

ア
す
る
人
も
な
く
終
了
、
そ

の
後
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◆
女
子
の
部

　

須
藤
美
智
子
さ
ん

（
四
高
25
年
度
卒
）

◆
男
子
の
部

　

渡
辺　

健
司
さ
ん

（
四
高
31
年
度
卒
）

◆
ベ
ス
グ
ロ

　

伊
藤　

八
峯
さ
ん

（
四
高
35
年
度
卒
）

四
高
銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第
５
回　同窓会の事業はすべて会費により運営されていま

す。会報の送付なども、財政上の理由から会費を納
めた方だけに限らせていただいております。納入が
まだお済みでない場合には、是非お早めにお願い申
し上げます。
○納入金額
　終身会費　　　　　　　　20,000円
　毎年納入の場合　年会費　 1,000円
○納入方法
　①郵便振替　口座番号００８２０−８−６３６７
　　三重県立四日市高校同窓会

※専用の振込用紙がありますのでご連絡下され
ば送付いたします。
また同窓会ＨＰよりダウンロードも可能です。

　②現金書留
　　会館迄ご送金下さい。
《お問い合わせは》

四日市高校同窓会館まで電話・メールにてご連
絡下さい。

︿ 会費納入のお願い ﹀

ベスグロ・伊藤氏 男女優勝者と熊澤会長
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　編集作業を終えようとし
ている今、冬季オリンピッ
クの報が次々と。あどけな
さの残る顔に輝くメダルや
新しい王者の登場と並ん
で、古参選手の朗報も。新
旧両の活躍は当に同窓会と
同じ。そんなことを思い、
ご協力くださった皆様への
感謝と新たな出会いへ の
期待を感じております。
 小林

富中38回生の皆様より
寄付をいただきました。

　私は四日市高校で素晴らし
い先生や友達に恵まれ、充実
した３年間を過ごすことがで
きました。そして、３年間を
通じて仲間の大切さというも
のを学ぶことができました。
　私は陸上部に所属していま

した。入部した当初は、陸上は個人競技だと思
っていました。しかし、部活の仲間と共に練習
に励んでいくうちに、陸上は団体競技であると
いうことに気付きました。練習ではつらい練習
もあり、投げ出したくなることもありましたが、
共に練習する仲間がいたおかげで、途中でくじ
けずに最後までやり遂げることができました。
そして、大会のときでも部活の仲間が応援して
くれたおかげで自分が持っている以上の力を発
揮することができました。
　また、勉強でも同じように仲間の大切さを感
じました。一人で勉強をしていてやる気が起こ
らないときがしばしばありました。しかし、そ
んなときでも自習室に行けば、必死で勉強して
いる仲間を見て、一生懸命勉強することができ
ました。また、わからない問題があるときに丁
寧に教えてくれる友達がいてくれたおかげで、
もっと勉強を頑張ろうという気持ちも起こりま
した。
　この３年間、さまざまな所で私を支えてくれ
た友達、先生、家族に感謝をしたいと思います。
これから先もまた、たくさんの人と出会うこと
になるでしょう。そのときも四日市高校で学ん
だ「仲間の大切さ」を思い出し、新たな「仲間」
との生活も大切にしていきたいと思います。

　私は去年の夏、400ｍハードルでインターハイに出場しました。そこで総合開会式にも三重県
代表として参加させていただきました。総合開会式は、陸上競技が行われる大分銀行ドームで開
催され、入場行進や皇太子さまの激励のお言葉を聞いたり、様々なパフォーマンスを見せていた
だきました。競技場に入りトラックを踏んだ時の感動は今でも鮮明に覚えています。本当に本当
に憧れていた青いタータン。走りたいと願っていたこの舞台。その後の練習で実際に走ると、足
に返ってくる反発が気持ち良く、楽しかったです。私をここまで支えてくれたのは、たくさんの
応援でした。インターハイ出場が決まった東海大会の翌日、私の机の上にメッセージ入りのお菓
子が山積みになっており、クラスの皆が祝福してくれたこと。激励の手紙やミサンガをもらった
こと。陸上部の皆から一人一人のメッセージが書かれたスパイクの袋をもらったこと……。こん
なにたくさんの人に応援してもらって、私は本当に幸せです。
　そして当日。いつもより調子が上がっていたので、良い記録を出し、準決勝進出を狙っていた
のですが、自分が決めていた歩数が合わず、その場で調整ができなかったため、失敗してしまい
ました。自分の技術不足、全国の厳しさを思い知りました。しかし、他の選手から自分に足りな
い多くのものを学べました。今回の悔しさをバネに、大学ではインカレに出場し、そこで結果を
残せる選手になります。そのために、一から技術力を付け、あと６秒縮めることを目標に頑張り
ます。

仲間の大切さ インターハイに出場して
３年２組　荒　木　理　沙 陸上競技部　中　村　朱　里

学園だより

編 集 後 記

　

平
成
25
年
10
月
20
日
、
大
阪
駅
に
近
い
弥
生
会
館
で
関
西
四
高
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
関
西
四
高
会
は
関
西
近
辺
在
住
の
旧
富
田
中
学
・
四
日
市
高
等
女
学
校
・

四
日
市
北
高
等
女
学
校
の
先
輩
方
と
四
日
市
高
等
学
校
出
身
者
が
２
年
に
１
度
集

ま
っ
て
い
る
会
で
す
。
今
回
で
記
念
す
べ
き
第
10
回
で
す
。
幹
事
学
年
の
昭
和
46

年
度
卒
と
48
年
度
卒
の
５
人
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
52
名
の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
出
席
者
の
最
年
長
、
真
弓
威
光
様
（
四

高
19
年
度
卒
）
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
お
楽
し
み
タ
イ
ム
で
は
横
山
由

子
様
（
四
高
25
年
度
卒
）
の
天
津
玉
す
だ
れ
・
桝
田
能
里
子
様
（
四
高
31
年
度
卒
）

の
手
品
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
桝
田
様
の
ご
主
人
は
四
高
で
教
鞭
を
と
ら
れ

た
先
生
で
恩
師
と
の
再
会
を
果
た
さ
れ
た
方
も
お
喜
び
で
し
た
。
今
回
は
遠
く
は

川
崎
市
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
三
重
県
内
か
ら
も
多
く
の
方
の
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。
安
藤
巌
様
（
四
高
27
年
度
卒
）
に
よ
る
応
援
歌
「
希
望
の
門
」
斉
唱

に
続
い
て
全
員
で
母
校
の
校
歌
と
応
援
歌
の
大
合
唱
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
２
年
後
、
平
成
27
年
秋
の
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
元
気
で
尚
且
つ

知
的
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
輩
方
は
、
後
輩
の
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
こ
の
た
び
の

ご
縁
を
頂
け
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
２
年
後
に
も
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
参
加
を
心
待
ち
に
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

◆
第
10
回
関
西
四
高
会

　
　

代
表
幹
事

　
　
　

増
田　
　

隆（
四
高
46
年
度
卒
）

　
　

幹
事

　
　
　

安
田　

京
子（
四
高
46
年
度
卒
）

　
　
　

栗
栖　

信
之（
四
高
48
年
度
卒
）

　
　
　

川
端　

芳
江（
四
高
48
年
度
卒
）

　
　
　

小
保
方
よ
し
の（
四
高
48
年
度
卒
）

第
10
回
　
関
西
四
高
会

小保方よしの
（四高48年度卒）

会 館 だ よ り



（8）四日市高校　同窓会報 第71号2014年（平成26年）３月１日

四 高 25 年 会　　　H24.11.29（四日市都ホテル）

四高第２回　富中46回　H25.9.28（四日市都ホテル） 通　信　H25.6.2（北陸）

四高30会　H25.10.17（伊勢神宮） 富中41回会　H25.6.3（四日市都ホテル）

卓球部ＯＢ会　H25.11.4（丸の内JPタワー・菜な） 星稜会（四高卓球部OB会）　H25.4.13（四日市・たまゆら）

富中三八会　H25.9.20（四日市・たまゆら） 北海道富中・四高会　H25.5.21（札幌・すすきの）
四高38年度３年５組クラス会
H25.11.17～18（賢島・宝生苑）


